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研究成果の概要（和文）：早産児の多動性に関しては、近年早産児を対象とした大規模コホート研究が、スウェ
ーデンで行われた。その結果、正期産児に比べ、在胎22～28週で出生した早産児のADHD発症率は約2倍となり、
ADHDの発症に人工保育という出生後の環境要因が、関係することが明らかになった。そのため、1歳半～2歳にお
ける早産児の発達支援外来において、医療従事者が療育トレーニングに早期に結びつけることが現在の重要な課
題である。私達はADHDハイリスク群である早産児の多動性・睡眠障害を1.5歳の時点で客観的に評価する方法を
構築した。本研究の目的は、このシステムにて、早産児の知的発達を促す睡眠プログラムを開発することであ
る。

研究成果の概要（英文）：A Swedish large-scale cohort study of 1.18 million preterm infants reported 
that preterm infants born at 22-28 week gestational ages had an incidence rate of ADHD twice as high
 as that of full-term infants. This suggests that artificial environments in NICU affect ADHD 
occurrence in preterm infants. Therefore, it is important for pediatric professionals to detect 
signs related to developmental disorders and to introduce early intensive behavioral and 
developmental interventions to young preterm-born toddlers at risk of developmental disorders in 
order to enhance their developmental outcomes. In this project, we developed a method to detect 
ADHD-like tendency in preterm toddlers of 1.5 years of age and developed a sleep program to improve 
their intellectual development.

研究分野：児童精神

キーワード： 早産児　睡眠　精神発達

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
早産児の知的発達を促す「睡眠プログラム」を開発する。この「睡眠プログラム」により早産児の発達予後を改
善する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 出生体重 1000ｇ未満の早産児においては、ADHD（注意欠陥・多動性障害）が 25％、知的
障害を伴わない PDD（広汎性発達障害）が 7％、LD（学習障害）が 20％という発達障害の発症
率が報告されている。これは文部科学省が 2003 年に発表した一般新生児の発達障害の割合 
(ADHD2.5％、知的障害を伴わない PDD0.9％、LD4.5％)に比べ、早産児が 2～10倍も高い結果
である。 
(2) 特に早産児の多動性に関しては、近年早産児 118 万人を対象とした大規模コホート研究が、
スウェーデンで行われた。この報告によれば、正期産児に比べ、在胎 22～28週で出生した早産
児の ADHD 発症率は約 2 倍となり、ADHD の発症に人工保育という出生後の環境要因が、関
係することが明らかになった。そのため、1歳半～2歳における乳児健診および早産児の発達支
援外来において、医療従事者が発達障害の兆候を適切に読み取り療育トレーニングに早期に結
びつけることが、現在の重要な課題である。 
 
２．研究の目的 
体動計システムにて、早産で生まれた 1.5歳の 24時間の活動・睡眠を評価し、早産児の知的発
達を促す「睡眠プログラム」を開発することである。 
 
３．研究の方法 
(1)昼寝で夜間睡眠を制御する「睡眠プログラム」を実施する 
1.5 歳時点で対象児に昼寝時間の 2 種類のスケジュールを設定し、「睡眠プログラム」を実施す
る。 
(2)睡眠プログラムによる早期介入が早産児の知的発達を促すか評価する 
「睡眠プログラム」を実施する群と実施しない群の 2群に分け、睡眠プログラムによる早期介入
が、知的発達を促進するかどうか、を確認する。 
 
４．研究成果 
以下の成果を近日、特許出願する。 
(1) 早産児の睡眠習慣と精神発達の有意な相関を確認した。 
(2) 早産児の昼寝時間・時刻を制御することで、児の知的発達を促進する可能性を確認した。 
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